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お 客 様 各 位

前日比 1ヶ月前比

BRL / JPY Spot JPY 45,89 45,93 +0,04 45,98 -0,05

USD / BRL Spot BRL 2,2135 2,2128 -0,0007 2,2293 -0,0165

USD / JPY Spot JPY 101,57 101,64 +0,07 102,53 -0,89

Bovespa（ブラジル株価指数） Index 53.635 53.635 +0 54.273 -638

CDS Brazil 5yrs（ｸﾚｼﾞｯﾄﾃﾞﾌｫﾙﾄｽﾜｯﾌﾟ）bps 145,1 145,1 +0,0 134,2 +10,9

Brazil 5yrs Gov. Bond % 11,73 11,73 +0,00 11,73 +0,00

DI Future Oct15（金利先物） % 10,97 10,97 +0,00 11,12 -0,15

3 Months US Dollar Libor % 0,234 0,234 +0,000 0,231 +0,003

CRB Index（国際商品指数） Index 303,4 301,2 -2,2 306,2 -5,0

これらのレートは各市場における終了時点の気配値です。実際のレート提示は弊行担当者までお問い合わせ下さい。

　　マーケットデータ

　　マーケットサマリー

2014年7月10日

Indicator Unit 7月8日

８日のドルレアルスポット相場はＷ杯による短縮取引で薄商いのなかレアル高に戻す展開でした。
朝方はＷ杯による短縮取引であったものの中銀が従来通りの介入を行ったため前日比レアル高の２．２１台
後半で取引されました。その後もドル金利低下などの影響から高金利通貨選好の地合いであったことから
レアルじり高となり、結局２．２１台前半で引けています。

８日に発表された６月のＩＰＣＡは前月比０．４０％増、前年比６．５２％増とそれぞれの市場予想０．３９％増、
６．５１％増を若干上回り、ターゲット上限の６．５％を超えました。主な要因は個人支出が前月比１．５７％増
と大幅な上昇を記録したことが挙げられますが、これはＷ杯関連で一時的に値上げされたホテル宿泊料や
航空運賃などが原因とされています。数ヶ月前に干ばつの影響で高騰した食料品は前月比０．１１％減と
なっており、Ｗ杯の影響がなくなればＩＰＣＡにも落ち着きが見られるでしょう。但し、燃料価格などの統制
価格は今後引き上げざるを得ないと市場は予想しており、政府のコントロール方法を含めたインフレ抑制は
今後も中長期的な課題として残ります。Ｗ杯でのブラジル敗退が大統領選においてルセフ大統領に影響を
及ぼすとの見方もありますが、より根本的で重要な問題のひとつは高インフレ体質の改善に新政権がどの
ように取り組んでいくのかということでしょう。
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